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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 化学物質などを適正に管理します。

６ ． 環境に配慮し事業活動を行い製品をお客様にお届けします。

７ ． 環境にも配慮できる健康経営を促進していきます。

８ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

代表取締役社長 岡田正義

制定日： 2022年10月1日
　

環 境 経 営 方 針

1970年に㈱熱電子として会社設立依頼、金属への付加価値の創造こそが企業の存在意義であり、

また、そのことによって社会へ貢献するという考えのもと、全社員一丸となって取り組んでま

いりました。操業当初は、高周波機器の製造販売より始まりましたが、地域社会より高周波焼

入れ加工のニーズが多くあり1973年より高周波焼入れ加工の専業とし受託賃加工部門の㈱熱研

を立上げました。お客様のさまざまな期待や要求に果敢に挑戦し、この姿勢が使命・存在意義

そのものと考えています。

社会の期待に応える中で今では小規模企業でありながら大手メーカーからも信頼のおける企業

へと成長しさらなるステージ拡張への時期に入っています。

当社は、企業の発展と共にこのエコアクション21を通して環境への取組みを推進し今以上に地

域社会と共に事業を成長・発展を目指し着実に前進していきたいと思います。

高周波熱処理での生産を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・

積極的に取り組みます。

お客様の満足度やニーズに応えお客様に提供することが当社の一番の環境対策と考えて、

従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。
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（１） 名称及び代表者名

株式会社　熱研
代表取締役社長　 岡田正義

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大東市氷野３丁目１６番２５号
御 領 工場 大阪府大東市御領３丁目１０番２３号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 常務 青木康彦　　 TEL：072-873-9831
担当者 工場長 岡田善彦 TEL：072-812-7829

（４） 事業内容

金属熱処理業（高周波熱処理加工）

（５） 事業の規模
売上高 千円

従業員　　　　　 名 名 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 6 月 1 日 ～ 5 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社　熱研
対象事業所： 本　　　社

御 領 工場

対象外： 無し

活動： 金属熱処理業（高周波熱処理加工）

□事業の紹介

229,133

709528 181

御 領 工場本　　　社 合計

16 1 17

組 織 の 概 要

私たちは、お客様からお預かりした金属製品の必要な部分を急加熱・急冷却を

実施し金属を硬化させ、耐摩耗性、耐疲れ性、靭性を向上させるために高周波

焼入れ加工を実施し要求される品質に調整してお客さまののもとへお届けする

のが目的であります。

そして地域社会へ貢献できる企業を目指しています。

私たちは、高周波焼入れを得意とする少数精鋭、熱き集団です。

あらゆる製品に対応できる治工具をそろえ最適な処理方法を提案実施いたします。
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

単位
kg-CO2

ｋｇ
トン

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
※2021年度のデータは期初から期の途中まで

※電力の排出係数：0.351ｋｇ-CO2/ｋWh　関西電力2020年度調整後

　一般廃棄物排出量
26,000

2022年

二酸化炭素総排出量 31,000

800

2020年

1,350 888 578

2021年

廃棄物排出量

70

317,002

社長 岡田正義

青木康彦

青木康彦

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ会議

水使用量

　産業廃棄物排出量

205,805

0.351 0.351 0.351

関西電力

環境委員会

関西電力

1,320 1,201 887

環境経営組織及び役割・責任・権限

主な環境負荷の実績
項　目

2022年12月21日

関西電力

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

営業部 製造部 品質管理部 御領工場

指差し呼称
ヨシ！

朝礼風景
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〇
〇

✕
✕
〇

✕
✕
〇

〇
✕
〇

✕
✕

✕

✕

※PRTR対象化学物質の取り扱いは無く、今後に対象になる場合に適性に管理します。

活動期間

売上高原単位

電力による二酸化炭素削
減

売上高原単位
kg-CO2 16,995

310,384

2024年

（目標）

基準年度比 98% 96% 98%

活動期間

16,486

78%

290,731kg-CO2

97% 98%

316,718

108%

4,742
16,656

296

102,657 99,163104,752

90%

水道水の削減 ㎥

基準年度比

行動目標（次項による）

95%

1,201

基準年度比

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

産業廃棄物の削減
基準年度比

96%

0.40

97%

97%
活動期間

活動期間

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

自動車燃料による二酸化
炭素削減

基準年度比

5,962

一般廃棄物の削減
kg 888 870

310,214

95%

290 286

99%

98%

385

0

100%

0.40

98%
6,084

307,047

0.40

870

0.44

1.269

評
価

kg-CO2/千円

（目標）

97%

828,294

kWh/千円 3.727 3.652 3.933 3.652 3.615
293,728

97%
98,668

293,728299,723

2023年2021年

94,421

（実績）

1.282 1.380 1.282

（目標）

1.308

98% 96%

中段：2022/10～2023/1

98%

kWh 853,911 836,833 553,046 836,833
活動期間 281,106 275,484 269,005

基準年度比

活動期間 96,695

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

（基準値)

2022年

上段：通期

環境経営目標及びその実績

0.44

課題を解決しチャンスを
活かす取組 行動目標（次項による）

16,316

861

0.93

0.60 0

93%

1,0811,117

kg

1,141

活動期間 358 340
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

8月7月
420

247 106

1月12月

327

4月

403

○

〇

2月

1月
257

配送ルートの見直しと少量納品がある場合は、なるべく納品日をあわ
せ効率をあげていく。社用トラックやフォークリフトにはエコドライブ活
動のステッカー掲示で推進していく。

原単位目標

74,664

8月 5月

△・生産平準化による残業時間の短縮

66,307

3月

373 339 453 365
681406 198

11月

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

545

4月

数値目標 〇

68,888

✕

○

72,789

287

68,971

380

215 196

72,512 68,488

71,361

・不要照明の消灯

8月 9月 10月

○

△

・エコドライブの浸透
・効率的なルートでの定期便 ○

・徹底した間引き照明の実施 ○

69,846

75,910

達成状況

数値目標

75,910 73,78081,205

・昼休憩等は、設備電源を切り停止

7月6月 10月9月

61,485 71,229 72,418

75,90171,709

2月

不要照明の消灯や照明の間引き照明が定着しつつあり従業員みん
なが節電意識をもって生産管理活動ができた。今後も出来ることを確
実に行い省エネとコスト削減の実施を進めていく。

54,370

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

9月 10月

178

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月 4月 5月

5月

・少量納品の効率化

2月

316 0
245 183 296185 117 228169

11月 12月

265340 442 274 301 354
372 00

385

243
155

1月6月

6月 7月

64,680

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月11月 12月

0

50,000

100,000

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

200

400

600

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

200

400

600

800

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

軽油（L) 2021年 2022年

取組み前の2022年は2021年に比べるとコロナ感染症

により全世界の経済が停滞し生産量が減少傾向で

あったが、受注が持ち直し、今期も受注変動に合わせ

電力使用量も変動が見受けられる傾向となっている。

取組期間10月～1月
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

数値目標
達成状況

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
△

0.20 0.00

172
205

6月 7月

0.00 0.00 0.20

・蛇口の閉め忘れ防止

✕

267 0

〇

数値目標

・作業ミスによる廃棄量の削減

74 74 74

○

74

○

74 74 74 74
8月

・分別の徹底
数値目標

・焼入れ油の回収徹底（廃油） ○

70 76

9月 10月

✕

6月 7月

0.00 0.20 0.00 0.20

0
10月
197236 0 225

8月

0.00 0.00

6月

○

4月

3月

7月 8月 9月 10月

達成状況

達成状況

・3S（整理・整頓・清掃）活動による廃棄物発生の抑制 △
・梱包材の再利用 ○

74 74
5月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

74

3Sの定着で不要な物が減り、工場内の在庫品の把握ができてきた。
今後は修理部品等の在庫管理を確立していく。梱包資材は、PPバン
ドの再利用やPPバンド用クリップは全数回収し保管ボックスを設置し
たことでほとんどが再利用できた。今後も継続して3S活動を行ってい
く。

74
11月 12月

74

作業確認のダブルチェックを徹底し人的ミスを発生させないようにす
る。焼入れ冷却剤（焼入れ油）を油タンクからの引き上げの際、製品
付着の持ち出しを少なくするように油切りを確実に行い洗浄時の回収
廃油を減少させる。今後も社内パトロール等で手順の再確認を行い
確認していく。

74
4月

0.20

1月

77 58

2月
74

0.00 0.00
2月 3月12月11月

3月

9月

0 180 0
161 0

235 0

4月
210 0

5月
0

12月 1月 2月11月
0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月
0.000.20 0.00

5月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0.00

75

0.00 0.000.00 0.20
0.00

0.00

節水シールでの啓蒙で節水意識の向上になった。冷却タンクの補給
水はボールタップからのバルブ劣化不備等を点検して無駄な補水を
無くしていく。

0

100

200

300

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

50

100

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0.10

1.00

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

（廃油）産業廃棄物（kg） 2021年 2022年
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環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

取組紹介欄

課題を解決しチャンスを活かす取組

・不適合発生を低減させる
取組結果とその評価、次年度の取組計画

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・工場内レイアウトを見直し環境に配慮
した区画整備を進めていく

○

定期的に受注を頂く製品に関して、梱包ラップを通いビニール・通い
バンドに変更を依頼し梱包ラップ廃却を廃止していく。

作業のカン・コツを手順化していき動画等のマニュアル化を推進し技
術をつないでいく。計画的な生産計画をたて、過負荷にならない職場
にしていく。

・社員全員で働き甲斐ある職場づくりを
していく・生産稼働率改善により二酸化炭素排出 △

・梱包ラップ等の削減、改善

△

○

達成状況

○

ラップの使用をやめ

繰り返し使用できる

ビニールカバーを使用し

梱包ラップの廃棄物を削減

（削減量 9.5㎏/月）

技術勉強会の開催 製造ＯＪＴ

技術の継承
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＜本社工場＞

＜御領工場＞

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される法規制

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出
環境関連法規制等名称

廃棄物処理法

該当する設備・項目

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

切断機の使用

各事業所の取組紹介

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

騒音規制法

振動規制法

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

歪矯正機（油圧プレス）の使用
危険物の保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
環境関連法規制等は遵守されていました。

顧客要求事項 環境管理、品質管理　
業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫の設置

自動化ライン工場として3機の自動ライン

を保有しています。

自動車の重要な部品を高周波焼入れ処

理で確実な管理のもと安定品質をお届け

しています。

3Sの徹底で廃棄物を出さない工場を

目指しています。

本社工場では、少量多品種の製品を知恵と

技術と工夫でお客様のニーズに応えながら

技術伝承を行い書来に繋がる生産体制で

前進しています。

毎朝、工場付近の清掃を実施しています。
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□外部からの環境上の苦情・要請等

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☐通報訓練　☑消火訓練　☐避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

　二酸化炭素消火器を使用し実際に火を消化する訓練をした。

従業員全員

2023年2月14日

　実際に消火器を使用した事が無い方がほとんどで消火器噴射を体験できたことが良かった。

2022/12/28 本社工場前

代表者による全体の評価と見直し・指示

緊急事態対応の試行・訓練

現在、近隣の住民や地域の企業からの苦情はございません。

本格的に開始した10月以降、従業員の省エネ意識があがり節電活動が活発になってきた。

電気代の高騰を目の当たりにしコスト意識も上昇し今後も継続して活動を進めていく。

カーボンニュートラルやSDGsへの取組みが社会的課題となっていることを踏まえ、弊社も

「SDGs宣言書」を宣言した（2022年12月）。

さらにエコアクション21を活用し、これらの課題に向けて、従業員全員で推進していく。
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□編集後記

これまでの環境活動の紹介

階段は日々の筋力アップマシーン

イベント週間活動で環境をテーマにあげて活動実施

健康経営で作業環境の改善実施

編集を通じて いろいろな使用している燃料や生産上ででてくる産業廃棄物などを改めて

数値化することによって“量の把握”ができました。この数値化されたものをどうやって

環境への取組みを行っていくか、また改善していくかがこれからの課題だと認識しました。

毎日の省エネ活動やムダな廃棄物を出さないという意識と行動の積み重ねが大切である

ことがわかりました。

これからも環境を意識しながら従業員全員で前進していきたいと思います。
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